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第2回宗像市総合計画策定審議会



定住・移住
雇用

若者・子育て世代の定住
が促進されるまち

• 出会いから結婚までの支援
• 定住・移住の推進
• シティコミュニケーション・シティプロモーションの充実
• 雇用の確保
• 人への投資

安全・環境 子育て 教育 健康・福祉 市民協働 都市 産業
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• 脱炭素化の推進
• 快適な生活環境

の保全
• 自然環境の保全

と再生
• 防災・減災対策

の強化
• 防犯対策・地域

安全対策の充実

• 子どもの権利の
保障と自分らし
く育つ環境づく
り

• 安心してこども
を産み育てられ
る環境づくり

• 子どもの健やか
な成長の支援

• 教育活動の充実
• 教育環境の充実
• 生涯を通した多

様な学びの支援
• 歴史・伝統文化

の保存・継承と
活用

• 健康づくりの推
進

• 介護予防と高齢
者支援の充実

• 障がい者福祉の
充実

• 自立生活支援の
推進

• 地域保健福祉の
推進

• 社会保険制度の
適切な運営

• 地域の特色を活
かしたコミュニ
ティ活動の推進

• 市民活動の推進
• 文化芸術活動の

推進
• スポーツで笑

顔・元気あふれ
るまちづくり

• 自他を尊重した、
共生社会の実現

• 女性の活躍推進
による地域社会
の活性化

• 都市再生の推進
• 住宅政策・土地

利用の推進
• 都市基盤の整

備・保全

• 産業の振興
• 観光の促進

行財政
デジタル

まちづくりを支える
柔軟で健全な行政経営

• スマート自治体の推進
• 効率的で質の高い行財政運営の推進
• 計画的な公共施設アセットマネジメントの推進
• 連携によるまちの経営(地域共創)

まちの将来像

9つの分野 とは

まちの将来像に向けたまちづくりを構成する９
つの分野を設定。それぞれ目標を定め、事業を
実施します。第2次計画では４つ→市民の皆さ
んがわかりやすいように９つへ変更

骨格案
(全体像)

９つの分野

重点分野 とは

9つの分野のなかでも特に重点的に取り組む分
野のこと。

一番上に各分野にかかるように配置することで、
８つの分野が定住・移住・雇用につながってい
ることを表現

まちの将来像 とは

10年後の宗像市の目指す姿を記載したもの。

9つの分野からなるまちづくりは全てがまちの
将来像につながります。

行政が施策を行っていくうえでの土台であるこ
とから、一番下に各分野にかかるように配置

まちづくりの視点 とは

まちづくりを行う上で大切にしたい共通の視点
のこと。

分野名称：分野を一言で表したもの。

※7/9の審議会では各分野の分け方について協
議。審議会を経て、再度庁内ワーキンググルー
プ等で協議予定

分野目標：それぞれの分野の目標を

「○○なまち」と表現したもの

※7/9の審議会では各分野の分け方について協
議。分野目標については審議会を経て、再度庁
内ワーキンググループ等で協議予定

ご参考）分野ごとに紐づく施策を記載

※表現等は審議会を経て、再度庁内ワーキング
グループ等で協議予定

重点分野

まちづくりの視点

自然と安心に包まれ、自分らしく生きる

ずっと住みたいまち宗像
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まちの将来像

９つの分野

重点分野

まちづくりの視点

自然と安心の中で、自分らしく生きる

ずっと住みたいまち宗像

①まちの将来像
10年後の宗像の姿についてのご意見

②骨格の構成
分類の方法について、このような分け
方でよいか、ほかに分け方がないか
それぞれの分野ごとの目指す姿を決定
するためのご意見

③まちづくりを推進する
共通の視点
すべてのまちづくりに共通して持つべ
き考え方・視点についてのご意見

今回の審議会で
ご審議いただきたいこと

②骨格の構成
→第2回の審議会の結果をもって進め
ていきたい

①まちの将来像
③まちづくりを推進する
共通の視点
→いただいたご意見をもとに庁内で再
度検討し、次回審議会で固めていく

①

②
③
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◆ 「ずっと住みたいまち」
・宗像の強み（子育て・教育環境の充実、豊かな自然の恵み）を
活かしたまちづくり・ブランディング・プロモーション

・定住・移住に向けた取り組みの加速

・生活環境が充実し、目的地（職場・買い物・病院など）への移
動が容易にできるまち

＜市民の声＞

・子どもの教育に対しての充実した制度を維持してほしい

・宗像の良さを市内外へ発信してほしい

・福岡市、北九州市へのアクセスの良さを維持してほしい

（複数の駅がある、都会に近い、自然に近い）

・域内交通の不便さを解消してほしい（車がないと不便）

・子育て環境の充実（公園や公共施設）

・経済基盤としての産業・経済の発展

◆ 「安心」
誰もが安全に、安心した生活が送れるまち
防災、防犯、健康、人とのつながりなど様々な安全や安心

＜市民の声＞

・子どもが伸びやかに育ち、親世代も高齢者も自分らしく
地域で安心して暮らしているまちになってほしい（再掲）

・災害に強いまちになってほしい

まちの将来像

この将来像に対する想い

宗像にある豊かさ、人が作り出す安全・安心をベース（基盤）に、それぞれの望む生
活が送れる環境、チャレンジしたいときにチャレンジできる環境を整え、住みたい、
住み続けたいと思えるまちを目指していく

◆ 「自然」
豊かな自然（海・田畑・惠み）を享受し、次世代へ引継いでいく。

＜市民の声＞

• 宗像の山や田畑、海や離島など、豊かな自然を残したい

• 豊かな自然にはぐくまれた食材が身近で手に入りやすい

• 自然環境を次世代に残していくためには、自然との共生が重要

• 非都市化（ちょうどよい田舎）

◆ 「自分らしく生きる」
一人ひとりの個性が活き、挑戦を後押しできるまち

＜市民の声＞

• 宗像の中で、働く場所が欲しい

• 新しい意見を柔軟に取り入れる市。いろんなことに挑戦して欲しい。

• 宗像の食材に感動して、実際に創業にまで至った。

• こどもや高齢者、外国にルーツのある人、障がいをもっている人などに対
する支援を充実させ、どんな人でも暮らしやすい市になってほしい。

• 子どもが伸びやかに育ち、親世代も高齢者も自分らしく
地域で安心して暮らしているまちになってほしい

◆ 「包まれ」
自然と安心が、ただ存在するだけでなく空気のように身近にあるま
ちにしたいという思い。

骨格案
（解説①）

自然と安心に包まれ、自分らしく生きる

ずっと住みたいまち宗像



まちづくりの視点

宗像の地域資源や人が育ち、つながるまちづくり

まちづくりの視点に対する想い

それぞれの望む生活が送れるように、地域資源や人が育つことができる環境、
人と物、人と人などそれぞれがつながることで相乗効果をもたらす環境を整
える。また、市外とのつながりや、宗像で育ち、転出した人が、宗像に戻っ
てくるUターンなど、面的、時間的なつながり、循環の視点をもってまちづく
りを行う。

◆ 「地域資源」とは ◆ 「人」とは
・自然

（海、山、川）

・歴史（世界遺産）

・文化

（歴史、協働）

・大学、企業

・都市アセット
（空き家など）

・公園・道路

・宗像市に住んでいる市民

・宗像市に通勤・通学している人

→宗像に関わる全ての人・組織

◆ 「育つ」とは ◆ 「つながる」とは
・もともとあるもの（人）が
磨かれ活躍する

・むなかたの良いものを
発信することで脚光を浴びる

・育てるのではなく、育つ土壌づくりを行う

・自然や歴史文化の継承、循環、未来

・多様な担い手との連携

（市民・企業・学校・NPOなど）

・市内と市内、市内と市外がつながり、
相乗効果をもたらし循環する

骨格案
（解説②）
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